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夕
日
寺
町
会
連
合
会 

会
長 

 

中
川 

一
成 

 
 

こ
の
度
、
本
冊
子
を
前
回
の
発
刊
か
ら
六
年
目
に
改
訂
版
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

初
版
の
「
長
江
谷
の
み
ち
び
き
」
（
平
成
二
九
年
度
金
沢
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
）
を
発
刊
後
、
夕
日
寺
校
下
地

域
の
伝
承
文
化
や
史
跡
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
地
域
内
外
の
多
く
の
方
々
に
散
策
コ
ー
ス
を
歩
い
て
い
た
だ
く
機
会
が
増

え
た
事
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
夕
日
寺
小
学
校
の
児
童
生
徒
と
金
沢
星
稜
大
学
生
が
合
同
で
里
山
を
散
策
す
る
企

画
や
、
児
童
と
地
域
住
民
で
長
江
谷
ジ
ョ
ン
カ
ラ
、
釣
部
田
ん
ぼ
染
め
を
学
ぶ
機
会
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
地
域
と
各
種
団
体
と
の
連

携
事
業
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
夕
日
寺
校
下
の
歴
史
は
千
三
百
年
を
超
え
、
地
域
の
宝
と
し
て
誇
れ
る
伝
承
文
化
、
史
跡
、
古
道
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
お
い
て
様
々
に
変
容
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
再
度 

各
時
代
に
お
け
る
史
跡
や
伝
承
文
化
、
近
隣
地
域
と
の
往
来
道
の
情
報
を

深
堀
し
て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
、
夕
日
寺
歴
史
研
究
会
が
中
心
と
な
っ
て
収
集
整
理
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
情

報
の
中
で
も
今
回
は
比
較
的
情
報
量
の
多
い
藩
政
期
後
半
か
ら
明
治
期
の
道
路
網
や
伝
承
文
化
を
中
心
に
充
実
さ
せ
て
纏
め
ま
し

た
。
す
べ
て
の
道
が
今
日
で
も
安
全
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
古
道
を
散
策
し
つ
つ
、
道
の
変
遷
ひ
と
つ
を

と
っ
て
み
て
も
我
々
の
町
の
歴
史
は
人
々
が
流
動
し
な
が
ら
重
層
的
に
積
み
あ
が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
今
に
、
地
域
の
歴
史
を
記
録
す
る
本
冊
子
の
改
訂
版
発
刊
は
意
義
深
い
も
の
と
考

え
ま
す
。 

な
お
、
本
改
訂
版
は
令
和
５
年
度
金
沢
市
認
定
歴
史
文
化
遺
産
（
地
域
の
お
宝
）
支
援
事
業
の
活
動
団
体
「
夕
日
寺
千
三
百
年
協

議
会
」
と
推
薦
団
体
「
夕
日
寺
校
下
町
会
連
合
会
」
が
そ
の
成
果
品
と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
が
、
情
報
収
集
、
調
査
、
編
集
な
ど
多

く
の
部
分
に
夕
日
寺
歴
史
研
究
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
情
報
や
技
術
を
活
か
し
大
幅
に
加
筆
し
て
頂
い
た
章
も

複
数
あ
り
ま
す
。
短
い
時
間
で
の
改
訂
作
業
に
対
応
し
て
頂
い
た
皆
様
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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 車辻道標 

追分にある石碑は、車町宝乗寺への法華道の道標

です。 

右は釣部・二俣、左は直江谷・車の宝乗寺へ行き

ます。 

 

かめ割り・石仏 

一向一揆と富樫軍が戦ったとき、富樫軍

が追い詰められ「最期の決戦だ」と水杯を

酌み交わした後、水かめをたたき割った所

と伝えられて、その名が付いたと考えられ

ます。 

その後、戦死者を弔うため、阿弥陀さん

の石仏を建てられました。 

イシナズコ石碑 

この石碑は、正面に「南無大

蕜観世音菩薩」右側面に「夕日

寺村」と彫られていました。天

明 5 年（1785）に建てられ

ました。 

 現在残っている部分に「薩」

「村」が確認できます。元の長

さは、1ｍ40～50cm あった

と考えられます。 

イシナズコ石碑 

5 

三ノ坂往来 

大樋町から東方へ尾根沿いに、二俣をへて、富山の福光まで 4里（約 16km）の山路を通称「三ノ坂往

来（道）」と呼んでいます。尾根道及び川沿い道とも、三ノ坂越と考えられますが、高峠城跡の横を通る

尾根道が古道である可能性が高い。但し、江戸時代の文献は金腐川沿いの道である。 

名称については、三通りの説があります。 

① 福光から大樋までの間に、急な坂道が三ヶ所あるので「三ノ坂」 

② 花山法皇、後醍醐天皇の内親王が山形の旧家へ降家の時、長慶天皇が越中福野へ行幸の時、この三

人の皇がお通りになったので「三王坂」 

③ 東長江裏山、現在の井 108番地と山王 2丁目 218あたりを結ぶ場所に山王神社が建っていて、そ

の前を通る坂道なので「山王坂」 

三通りの説は、それぞれ次のように使われています。 

・「山王町」の名前は、山王神社説。 

・「三王遊歩道」は、三皇通行説。 

・「三ノ坂往来（道）」は、三つの坂説。 

 また、この道は、古くからあったと思われ、次のことが考えられます。 

 ・養老 3年（719）頃、泰澄大師がお通りの折、千手観音菩薩と狛犬を彫り、納める祠を建立し、「養

老山下日寺」と名付けたとの伝説から、地名となったと言われています。 

 ・寿永 2年（1183）頃、倶利伽羅山の戦いで両軍が駆け抜けたと思われます。 

 ・興国元年（1340）頃、北国街道の裏道として開通以来、多くの人々が利用しました。 

 ・元亀元年（1570）富樫・伝燈寺と一向一揆の戦いで、晴貞自刃し、富樫家滅びました。 

・文明 6年（1474）～元正 8年（1580）、一向一揆の戦場になる。 

・天正 12・3年（1584・5）、前田利家と佐々成政が対峙し、本街道や脇街道に砦を構え、多くの城

郭が整備されました。 

・江戸時代には、越中の呉羽山西部から倶利伽羅山までの間の、加賀藩へ納める年貢米を馬の背に乗

せて運びました。 

・安政 3年（1856）、藩主斉泰が参勤交代の帰り、総勢 1830 人程のお供と共に二俣から尾根道を

進み、大休場で休み、最後に一気に下り金腐川を渡って金沢城に到着しています。 

三ノ坂道標  

 長屋道標 

赤戸室石の石碑は、車町宝乗寺への道標で、

天和元年（1681）9月 19日（七面大明神

の祭日）に和泉屋長兵衛が建立したもので

す。法華道の起点であり、最古のものです。 

 

/茶店「さんのさか」 

天保 9年（1838）ころ、山王橋北側沿いに茶店が

建っていたようで、二俣参りの人々は、ここで汗を

拭い、お茶を飲んで一息を入れてから、山道を登っ

たことが想像できます。 

３． 三ノ坂往来 

茶店「さんのさか」跡  

三ノ坂往来  

東長江団地（長屋城付近）から三ノ坂を見る  

長屋道標  

（木の裏側）  

長屋道標  

長屋道標 



 

 
  

4. 山 城 址 

鼻尾城址 

田井砦にいた松田次郎左

エ門が須崎兵庫の騙し討ち

に倒れた後、その仇を討とう

とした平田小右エ門がここ

に砦を構えたのであろうと

言われます。小右エ門はここ

で破れ、蓮如に帰依しまし

た。（1474） 

グランドゴルフ場一帯で

空掘や石垣があったといわ

れています。 

 一の谷城址 

長屋城を西に見、谷を一つ

越えて目の前に鼻尾城と向

かい合う位置にありました。 

城跡の遺構は、中腹部の土

を削り大小の平場を造成し

た程度で、村人が隠れるため

に築いた砦と考えらます。 

 長屋城址 

城砦ではなく、天正 8 年

（1580）佐久間盛政が織田

信長の命により、加賀の一向

一揆勢を攻めたときの陣営

跡ではと思われます。 

若松本泉寺や卯辰山に築

かれた砦群と対峙していた

と思われます。 

土塁や郭の跡が見られま

す。 

 高峠城址 

加越国境古道に位置し、荒山

城と共に利家と佐々成政が対

峙した城跡です。 

不破彦三に塁を固めさせた

とされます。（1583） 

小二又町から林道を登って、

乙丸町の飛び地へ出ると、三の

坂道沿いにあります。 

土橋、堀、郭などの遺構を見

ることが出来ます。 

伝燈寺城址 

利家と佐々成政との戦いに

寺僧数百人と近郷の百姓を集

め、都合千計にて度々越中勢に

立ち会い、越中勢を追いやりま

した。天正 11 年（1583） 

 

富樫晴貞の墓から、急な山道

を登った「御館」「城ｹ峰」と呼

ばれるところにあり、土塁や

郭・堀切があります。 

高峠城跡 

8 

山城址 

山 王 団 地 

堂屋敷跡 

養老 3 年（719 年）泰澄

大師は、医王山を開山した

後、三ノ坂往来を通られ、「千

手観音菩薩」 2 体と「狛犬」 

2 体を彫り、納めたお堂の跡

と言われています。 

そのお堂を「養老山 下日

寺（げにちじ）」と名付けたこ

とが「夕日寺」の地名の由来

となりました 

（ 「夕日寺観音堂）参照 ） 

7 

大休場 

三谷 15 ｶ村淺川 15 ｶ村の

人々が尾山（金沢）へ行く途中

に牛や人が履く草履が破れる

ころなので、新しいものに替え

る場所でした。取替えた草履が

2m 程積まれていたようです。 

茶屋があり繁盛していたよ

うです。 

石碑「義賢名号塔」 

大きな戸室石があります。義

賢行者の名号塔です。中央に

「南無阿弥陀仏」義賢の花

押、側面に「無縁法界」（無差

別平等の世界）、反対側に「嘉

永二巳酉」（1849）と彫られ

ています。 

ご縁のないすべての方々

の供養塔と思われます。 

大休場 三ノ坂往来交通量 

三ノ坂往来交通量 

三ノ坂往来の義賢名号塔 

城郭遺構 A 古道「三ノ坂往来」 

義 賢 

堂屋敷跡 



 

 
 

最勝寺 

5. 神社仏閣（東長江） 

 最勝寺 

一向一揆の頃、鼻尾城の大将「平田

小右衛門久則」が、敗戦により長屋村

（東長江町）に住み、蓮如に出会い信

仰して、願西と名乗り文明 15 年

（1484）に臥龍山最勝寺を興しま

した。 

 菅原神社 

東長江には白山神社（菊理姫神）

と菅原神社（菅原道真）がありまし

たが、明治 41 年に「一村一社」の

政令により白山神社を合併しまし

た。 

祭日は、春 3 月 17 日（旧暦２月

25 日菅原道真の命日）秋 9 月 23

日（白山さんの縁日）に行われてい

ます。 

9 

 

最勝寺  

蓮如上人舊跡  

10 

 夕 日 寺 観 音 堂 

泰澄大師作と伝えられる「千手観音菩薩」が祀られています。また、矢田四如軒作の「板地彩

色絵馬額面」があります。 

・地名「夕日寺」の由来 

養老 3 年（719）泰澄大師は、医王山を開山した後、三ノ坂往来を通られ、洞窟で一夜を取っ

たおり、越中「上日寺（じょうにちじ）」（現在氷見市朝日寺）の観世音菩薩の礼拝を夢に見て、

傍らの佳木で「千手観音菩薩」2 体と「狛犬」2 体を彫り、納める伽藍を建立し「養老山 下日

寺（げにちじ）」と名付けたことが由来です。それが「夕日寺」と言うようになり、今の地名とな

りました。  

伝燈寺と共に霊場名刹として、遠近に聞こえるほどでしたが、延徳３年（1491）伝燈寺の兵

火で類焼しましたが、千手観音菩薩と狛犬は焼失を免れました。神社に安置されていたが、大正

５年現在の地に「夕日寺観音堂」を建造し現在に至ります。また、「三ノ坂往来」の「堂屋敷跡」

が「夕日寺」の本堂跡と言われています。       （「夕日寺観音菩薩縁起」より) 

・「板地彩色絵馬額面」 ( 金沢市指定文化財 ) 

板地額面に神馬を描いた、二面一対の絵馬で「白毛」「黒毛」の繋ぎ馬です。狩野画風ののび

やかな筆法で描かれ、馬の生彩の溢れる形態は、蹄の音やいななきの声が今にも聞こえてくるよ

うです。背中から腹に帯の文様が画面を一層引き立てています。 

制作年代は、矢田四如軒（しにょけん）が５０歳余りの安永中期か天明の初期頃（1780 年前

後）と思われます。四如軒は、加賀藩の前田土佐守直躬（なおみ）に仕えた武人画家で本名を六

郎兵広貫（ひろつら）といいます。中国や我国の古画を模写し画技を高め、早くから画名が広が

りました。俳画や仏画、鳥画が知られています。加賀の千代尼と同時代で松任の聖興寺にある

「朝顔や・・・」の句の掛軸は、四如軒との合作です。 

 菅 原 神 社 

 菅原大神を祭る。光仁天皇宝亀 3 年（772）の鎮座と伝わり、加賀藩士不破彦三が深く崇敬し

ていました。千手観音像を安置していました。 

板地彩色絵馬額面 

6. 神社仏閣（夕日寺） 

千手観音菩薩像 

 右 左 

像 高 165 158 

台 座 43 42 

 

cm 

 

夕日寺観音堂 

観音堂 

菅原神社 

菅原神社 



 

 
 

釈迦如来像  
恭翁運良像  

7. 神社仏閣（伝燈寺） 
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 伝燈寺（身代わり地蔵） 

旅の僧雲良和尚が、地蔵堂で一夜

を過ごしていたら、山賊の悪四郎に

襲われたが、地蔵が身代わりとなっ

て顔面を切られたことで、生命を救

われました。 

山賊は、和尚により悪事を悟り和

尚の弟子になり修行を積んで二代目

の住職「綱存和尚」となったとの話が

伝わっています。 

毎年 8 月 24 日この地蔵の供養が行

われます。 
身代わり地蔵  

富樫家の家紋 

 伝 燈 寺 

恭翁運良が創建したのは、近年の研究から大

乗寺住職を退任した後の 1330 年以降と考え

られます。運良の死後次第に幕府の保護を受け

る五山派に近づき、後柏原天皇など 3 人の天皇

の勅願寺になったと言われています。 

最盛期には七堂伽藍を構え、塔頭 21 ｶ寺、末

寺 50 あったと言われています。当時の建物の

名前がついた地名があることから、往時を偲ぶ

ことが出来ます。 

元亀元年（1570）加賀の守護職富樫家と一

向宗の紛争に巻き込まれ、兵火のため焼失し、

往時の面影がなくなりました。 

承応 3 年（1654）加賀藩 3 代藩主前田利常

が本堂復興をしようとしたが、利常の死去によ

り中止となりました。現在の本堂は、明治 36

年に建てられたものです 

本尊釈迦如来像は、13 世紀前半制作で寺創

建時どこからか移された可能性があります。ま

た、宝徳 2 年（1450）に修理し、後頭部から

仏師「常陸祐俊」の名前が確認されました。県

内に現存する仏像で古い部類になります。 運良の経歴 

 三河神社 

祭神は、香山戸神・大山津見神・菊理姫

神です。 

明治 37 年２月 牧・戸室神社、明治 40

年 11 月 伝燈寺・白山神社を合祀しま

した。 

泰澄大師が彫ったとの伝承がある夕

日寺観音堂千手観音の残り木の「狛犬」

があります。伝燈寺鎮守宮に安置され

ていたが、明治の神仏分離の際、三河神

社に移座されました。 

 大己
おおなむ

貴
ち

神社 

祭神は、「大己貴命（オオナムチノミコ

ト）」で、別名「大国主命（オオクニヌシ

ノミコト）」、「大黒様」です。 

ご神体は、観音様です。 
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8. 神社仏閣（牧・小二又） 

 

大国主命 

三河神社 



 

 

東長江横穴古墳 

（ミナミガヤチ古墳） 

「1A」「1B」の 2 箇所あります。 

 七ケ用水 

1740 年頃、東長江で角落しで水

位を上げ、水揚げ場を作り、七ヵ所の

村（長屋・御所・山の上・談義所・神

宮寺・浅野・大衆免）に用水を通しま

した。 

 現在は、県道拡張で東長江団地左

側から川へ流れ寸断され、貴船橋下

流から用水となっています。 

手取の七ケ用水と間違えないでくだ

さい。 

 前田初次郎碑 

前田初次郎（1857～1926）が 

山間地の土地を上手く使うため、養蚕

研究を自ら重ね、牧・伝燈寺を中心に

養蚕を奨励したのでナガエ谷全域に

広がった。 

蚕のため、瓦葺き 2 階建ての風通

しの良い家に改造されたので「近辺の

文化村」といわれ各地から見学者たち

が訪れるほどでした。 

牧町の入口にあります。 

七ケ用水取入  

10.  そ の 他 
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前田初次郎碑  

1B 

1A 

13 

9.  神社仏閣（釣部） 

 白山神社 

祭神は、菊理姫神ですがご神体は、十一

面観音です。 

倶利伽羅の戦いで落ち延びた平家の武士

が日夜礼拝したそうです。後に白木の像を

金箔にしたようです。 

手前にある橋は、景清橋と言い、平景清は

釣部の出身という説があります。 

地蔵堂には、大小三体のお地蔵様があ

り、元禄年間（1688～1704）に白木屋

から贈られたもの、願いが叶えられたお礼

に奉献されたと伝わります。 
白山神社  

「景清橋」  

地蔵堂  

聖興寺の祖廟  

白山神社境内  

 聖興寺の祖廟 

長享 2年（1488）徳光正明（聖興寺

開祖）が一揆で敗れた祖父等の首級を釣

部に埋葬し、同地の近く（現公園）で明

源法師と名乗って隠棲したのが、始まり

としています。 

首級を埋葬した地を聖興寺の祖廟と

して、現在も歴代住職の分骨が行われて

います。 

聖興寺（現白山市）は、加賀の千代尼

で知られています。 

聖興寺  

前田初次郎 

碑文  



 

 

津田正勝 
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伝燈寺（石造遺物） 

伝燈寺・周辺の六ヶ所に所在している。 

1. A 地点：地蔵菩薩像（身代り地蔵） 

2. B 地点：大型五輪塔（津田正勝墓所） 

3. C 地点：一・二世の無縫塔、本多利明

碑、兵法・居合道の記念碑 

4. D 地点：奥村氏家の家祖易英の大型五

輪塔、藩士墓塔（津田義真、正竪） 

無縫塔 

5. E 地点：伝燈寺町の共同墓地 

6. F 地点：富樫小次郎塔（晴貞） 

○A  

○B  

○D  ○C  

□九萬坊 

○E  

○F  

11. 神社仏閣（伝燈寺 石造遺物 ） 

 

B 地点 

津田正勝墓所（大型五輪塔）  

富樫晴貞墓  

津田正勝 

奥村易英 

富樫晴貞 

D 地点 

F 地点 九萬坊 
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C 地点 

開山運良墓  

本多利明碑  

二代悪四郎墓  

奥村易英の大型五輪塔  

藩士津田義真の墓  

（父親）  

藩士津田正竪の墓  

（子）  

無縫塔  

平法・居合道の記念碑  

本多利明 

九萬坊  
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この近世・ 近代年表は、長江谷一帯の歴史研究にあたり、調査の

目安として諸図書や文書類から抜粋、平成十六年に初版を作成し

ました。 

以後、判明事項を順次加筆して現在に至っています。編集の都合

上、年次不詳や伝承に基づく事項は省略してあります。編集にあた

り多くの方々からご協力、ご助言をいただきました。紙面ながら、

厚く御礼申し上げます。 

伝燈寺、御所村、夕日寺小学校は既に刊行本があり、長江谷との

主要な関係分だけ掲載しました。一九四五年・昭和二十年は検索が

容易なため、掲載してありません。なお、長屋村は金沢市編入前の

東長江町旧名です。 

              調査作成  夕日寺歴史研究会 

               主 筆   平 田 大 裕 

 

長江谷ジョンカラ 

長江谷ジョンカラは、古代の歓喜談

に近いとされ昭和 32 年に金沢市記念

文化財第一号に指定されました。 

室町時代から続く原形のまま伝承さ

れています。 

12.  伝承文化 

17 

田んぼ染め 

田んぼ染めは、江戸時代から明治の

初期まで黒染めしていたものを復活し

たものです。 

小学生に夕日寺の文化を学ぶ授業の

一環として、保存会の皆さんと一緒に

取り組んでいます。歴史を学ぶことや

実際に田んぼに入って染める体験する

ことで地域に伝わる伝統文化の良さを

感じる体験をしています。 

令和 5 年金沢市登録文化財に選ば

れ、今後の保存、活用につなげていか

されると期待されています。 

釣部 

田んぼ染め保存会 

長江谷ジョンカラ 
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東
長
江
遺
跡

 

御
所
八
塚
山
古
墳

 
御
所
二
条
館
址

 

御
所
遺
跡

 

東
長
江
遺
跡

 

東
長
江
横
穴
群

 

鼻
尾
城
跡

 

東
長
江

 
イ
チ
ノ
タ
ニ
城
跡
跡

 

三
ノ
坂
遺
構
群

A
地
点

  

三
ノ
坂
遺
構
群

B
地
点

  

夕
日
寺
遺
跡

 

三
ノ
坂
遺
構
群

C
地
点

  

長
屋
城
跡

 

夕
日
寺

B
遺
跡

 
釣
部

A
遺
跡

 

夕
日
寺
遺
跡

 

長
井
谷
伝
燈
寺

 

伝
燈
寺
横
穴
群

 釣
部
横
穴

 

三
ノ
坂
遺
構
群

D
地
点

  

釣
部
砦
跡

 

三
ノ
坂
遺
構
群

E
地
点

  

三
ノ
坂
遺
構
群

F
地
点

 

三
ノ
坂
遺
構
群

G
地
点

  

伝
燈
寺
遺
跡

 

金
沢
市
遺
跡
等
地
名
表

 

（夕
日
寺
関
係
）
 

金
沢
市
遺
跡
地
図
（
夕
日
寺
地
域
）
 

金
沢
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

金
沢
市
ま
ち
づ
く
り
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム
 



 

 

編 

集 

後 

記 

 

金
沢
市
支
援
事
業
「
地
域
の
お
宝
」
の
成
果
品
と
し
て
、
取
り
組
み
ま
し
た
。
初
版
「
長
江
谷
の
み
ち
び
き
」
は
平
成
二
十
九
年
度 

「
金
沢
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
で
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
改
訂
版
と
し
て
、「
親
し
み
や
す
い
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
な
が
ら
、
新
し
く
分
か
っ
た
こ
と
、
詳
細
説
明
、
伝
承
文
化
、
遺
跡
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
取
り
組
み
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
も
の
と

し
ま
し
た
。 

 

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

一
．
見
や
す
く
す
る
た
めB5

版
をA

4

判
と
し
て
、
拡
大
版
と
し
ま
し
た
。 

二
．
新
た
に
確
認
で
き
た
史
跡
を
追
加
し
、
編
集
を
全
面
的
に
見
直
し
ま
し
た
。 

三
．
写
真
は
、
新
し
く
確
認
出
来
た
被
写
体
に
変
更
し
ま
し
た
。 

四
．QR

コ
ー
ド
を
添
付
し
、
詳
細
説
明
の
確
認
や
改
訂
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

五
．
校
区
の
遺
跡
を
地
図
、
一
覧
表
を
追
加
し
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

六
．
現
在
の
廃
道
も
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
、
江
戸
・
明
治
期
の
道
路
網
を
調
査
し
記
載
し
ま
し
た
。 

編
集
員
一
同
満
足
す
る
も
の
が
、
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
自
画
自
賛
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
冊
子
が
有
効
に
活
用
し
い
た
だ
け
ま
し
た 

ら
幸
い
で
す
。 

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
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年 
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月 
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木
沢
健
一
（
牧
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山
口
与
志
勝
・
前
田
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義
（
小
二
又
）
柴
山
毅
（
釣
部
）
中
川
一
成
・
大
野
昭
雄
（
御
所
） 
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